
と
あ

る
。

こ

こ
で
舟

に
乗

じ

て
と

い
う

の
は
、
城

内
川

の
水
路
を
下

っ
た
と

い
う

こ
と
と
思
わ
れ

る
。

こ
の
水
路
は
慈
眼
山
に
近

い
位
置
で
花
月
川

か
ら
取
水
し
、
豆
田
の
東
か
ら
南
を
と
お
り
、
明

王
寺
の
傍
を
通
り
友
田
地
区
に
抜
け
三
隈
川
に
通

ず

る
用
水

で
あ

る
。

こ

の
水
路

は
豆

田

の
物
資

を

三
隈
川
を
通
じ
て
筑
後
方
面
に
流
す
運
河
の
役
を

果
た
し
た
も

の
で
あ
る
。
淡
窓
は
お
そ
ら
く
豆
田

港
町

の
船
付

場
か
弟
棟

園

の
家

の
あ

つ
た
現
明

王

寺
あ

た
り

で
小
舟

に
乗

っ
た

の
で
あ

ろ
う
。

こ

の

用
水
を
下
る
と
、
ほ
ど
な
く
黒
男
両
の
傍
ら
を
通

る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
黒
男
嗣
に
行

っ
た
時
は
多

く

の
場
合
、
す
ぐ
近
く
に
あ
る
門
弟

の
児
玉
茂
邸

に
寄

っ
て

い
る
。
「
日
記
」

に
は

・

文
化
十
五
年

（

一
八

一
八
）

四
月
二
十
七
日

東
海
。
宗
寧
。
告
別
。
午

時
赴
児
玉
茂
宅
。
尋
二
十
四
日
完
吾
宅
会
也
。

会
者
。
慈
観
。
館
林
清
記
。
完
吾
。
釈
恵
禅
。

蒲
池
久
市
。
三
松
斎
寿
中
間
予
興
茂
完
吾
。

往
謁
黒
男
両
。
沿
水
俳
個
。

日
夕
観
蛍
。
先

諸
子
帰
。

・

文
政
三
年

（

一
八
二
〇
）

一
月
十
七
日

携
頼
之
。
杢
之
助
。
詣
新
原

黒
男
嗣
。
遂
訪
児
玉
玄
龍
。

・

文
政
八
年

（

一
八
二
五
）

玉垂神社（黒男弼）玉垂神社 に沿 う用水路

一
月
二
十
日

老
子
開
講
。
陪
厳
君
謁
新
原
黒
男
嗣
。
妻
及
二
似
。
久
兵
衛
之
二

女
従
蔦
。
発
行
厨
於
両
中
。
児
玉
玄
龍
来
。
鎮
菜
果
及
酒
。
帰
路
詣
児
玉
氏
。
遂

謁
村
人
所
蔵
観
音
像
而
帰
。
是
日
閑
適
。
唯
以
天
陰
有
風
為
累
。

な
ど
と
あ
る
如
く
で
あ
る
。
ま
た
、

・

文
政
十

一
年

（

一
八
二
八
）

三

月
三

日
。
舟

ヲ
浮

べ
テ
入
江

二
到

ル
。

同
行

ス
ル
者
、
相

良
静

寿
、
魚

屋
直
太

郎
、
仲
平
、
謙
吉
、
門
生
家
人
凡
十
余
人
ナ
リ
。
岸
上
巌
下

二
於

テ
行
厨
ヲ
開
キ
、

夜

二
入
リ

テ
帰
来

レ
リ
。

と
あ
る
よ
う
に
、
同
じ
船
遊
び

で
も
黒
男
嗣
に
は
立
ち
寄
ら
ず
、
直
接
三
隈
川
に
出
て
、

花
月
川
と

の
合
流
点
を
下
り
入
江
に
至

っ
た
こ
と
も
あ
る
。

黒
男
詞
の
花
見
と
詩
会

黒
男
嗣
は
花
見
や
詩
会
、
そ
し
て
時
に
淡
窓
師
弟

の
散
歩
の
場
と
も
な

つ
た
。
境
内

に
あ
る
詩
碑
は
、
天
保
十
年

（

一
八
三
九
）
二
月
の
詩
会
で
淡
窓
が
詠
ん
だ
も

の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち

・

二
月

十
六

日
。
黒
男

嗣

二
於

テ
詩
会

ア
リ
。
児

玉
茂
、
圭

一
、
釈

五
岳

地
主

ト
ナ

ル
。

此

日
雨

フ

ル
。

社
友

一

ヲ
賦

シ
。

酒

ヲ
酌

ミ
。

濠
梁
西
去
黒
男
嗣

座
不
十
人
猶
小
集

杏
桜
桃
李
花
如
約

幸
有
閑
身
供
囁
詠

モ
至

ル
者

ナ

シ
。
唯

余
塾
生

数
輩

ヲ
携

へ
テ
至

レ
リ
。
詩

夜

二
入

ツ

テ

帰

レ

リ

。

余

力
詩

二
日

ハ
ク
。

童
冠
相
携
此
賦
詩

天
当
二
月
巳
良
時

」

風
雨
塗
泥
客
失
期

不
辞
衣
袖
滴
淋
滴
．
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こ

の
時

の
詩
会

に

つ
い
て
は

「
日
記

」
に

は

二
月
十
六
日

午
時
集
黒
男
嗣
。
以
詩
会
也
。
熊

一
郎
。
采
蘭
。
範
治
。
祐
之
。

久
吉
郎
。
包
含
従
行
。
児
玉
茂
父
子
。
釈
五
岳
為
地
主
。
社
友
元

一
至
者
。
詩
成

酒
罷
。
日
入
而
帰
。
是
日
雨
降
路
浮
。
帰
路
尤
困
。
得

一
律
。
（
略
）

と

あ
る
。

こ
の
ほ
か

「
日
記
」

に
は

・

天
保
八
年

（

一
八
三
七
）

三
月
十
二
日

晴
。
輿
直
次
。
雁
三
郎
。
研
之
介
。
往
謁
黒
男
両司
○

且
観
桜
花
。

児

玉
茂
。
携
茶
及
酒
至
。
碓
舎
八
右
衛
門
。
荘
平
亦
来
会
。
小
酌
嗣
中
。
移
時
。

予

輿
直
次
。
雁
三
郎
先
帰
。

二
子
供
飯
。


